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一般公開委員長  森 初果 

 

 平成 27 年度の柏キャンパスの一般公開「輝く科学、柏から」が、10 月 23(金)と 24 日(土)の 2 日間、開催された。10

月の初めに梶田隆章宇宙線研究所長のノーベル物理学賞受賞が決定されたこと、また大変良い天気に恵まれたこともあり、

例年の約 6 割増しとなる約 13,000 人の方が柏キャンパス一般公開に来場された。 

キャンパスの中で物性研の一般公開「魅惑のマテリアルワールド」にも、例年を大幅に上回る約4500人の方が見学に

来られた。物性研は、キャンパスの中央に位置していて地の利が良いせいか、来られた方のうち3人に1人は物性研に足

を向けて下さったことになる。前年の実績を基に3,000部準備したパンフレットは全く足りず、1日目の夜に急遽事務ス

タッフが増刷下さり、また事務、研究室のスタッフにも、大勢の見学者に一般公開を充分楽しんでいただけるよう、受付、

ガイド、企画公開などで対応いただいた。 

図 1 物性研トップページの一般公開の案内画面 

 

 物性研トップページは、一般公開前に、電子計算機室の石塚

みづゑ氏にご尽力いただき、「魅惑のマテリアルワールド」の

画面(図 1)となり、リンクを張って一般公開の内容についても

案内を行った。このホームページをご覧になって一般公開に来

られる方も多い。 

http://www.issp.u-tokyo.ac.jp/openlab/ 

当日は、印刷したリーフレットを来場者全員に配り、さらに正

面玄関に掲示して案内を行った。(図 2, 3)  

 物性研の正面玄関で、訪れた多くの見学者の目に留まるの

は、ガラス工作室の今井忠雄氏が丹精込めて育てられた菊であ

る(図 2)。本年度は、美しい「しだれ菊」と「ツリー仕立ての

菊」であった。毎年レベルの高い、種類の異なる菊を展示され

るのは驚きで、所外ばかりでなく所内のメンバーにとっても楽

しみの 1 つである。        

図 2 物性研の正面玄関 
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図 3 物性研究所のリーフレット 
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図 4 「柏キャンパス内、部局内共、場所がわかりにくい」という反省を生かして、物性研究所の建物案内の旗を A 棟南西に準備し(左)、

また所内の企画・展示を大きな矢印及びマップで示し(中)、さらに物性研紫ブルゾンを着用した大学院生ボランティアに道案内でご協

力いただいた(右)。 

 

一般公開は、柏キャンパスに移転後毎年開催されているが、前年度のアンケート結果を活かして、少しずつ進化してい

る。昨年の反省として、柏キャンパスのアンケートでは、「建物がどの部局なのかがわかりにくい」という声が有り、ま

た物性研内のアンケートでも、「どこに企画・展示があるのかわからない」というご意見をいただいた。本年度の柏キャ

ンパス一般公開は、リエゾン室長である常次所員が取り仕切られ、全体の会議でも、建物の番号が西から東へ順番になる

よう付け変えたり、部局案内として背丈ほどのポールをつくるなど、見学者が建物にアクセスしやすい工夫を積極的に推

進された。 

物性研の一般公開委員会でも、建物、展示案内について色々検討した結果、本年度は、物性研カラーである紫を背景と

した「物性研究所」の旗を、A 棟の南西の柱 2 面に取り付け、守衛所入口、および新領域側から建物が一目で分かるよう

にした。(図 4 左)旗の準備、片付けをする手間は少々あるが、大変目立つ表示となったので、来年以降も利用いただけば

良いと思う。また、物性研内の企画・展示の場所も探し易くなるよう、鉄道案内の様な大きな矢印で指し示し、マップと

共に掲載した。(図 4 中)リピーターのご婦人方には、以前よりわかり易くなったという声をかけていただいた。反省点と

しては、エレベータが混んでいて階段を利用する方が多く、その方々はまだ迷っておられたので、今後階段での案内も充

実する必要があると思う。本年度はさらに、紫カラーのブルゾンを作り、「案内係」の腕章をした大学院生ボランティア

の方々が着用して、来場者の道案内人となった。(図 4 右)質問の半分は、「ノーベル物理学賞を受賞された梶田先生の宇

宙線研究所はどこですか？」であったようで、所内ばかりでなく、キャンパスの案内にも貢献下さった。このブルゾンの

案内人は大変有効だったので、来年度は増やして低層棟も案内してはどうかという意見も反省会であった。 

リーフレット(図 3)にもあるように、本年度はガイドツアーを除いて 12 の企画・展示をご提案いただいた。昨年度か

らスタートした人気を博している企画に、URA(University research administrator)の鈴木博之委員が立案された「公開

実験クイズ 目指せ物性研博士！」がある。本年度も、2 日間で計 3 回、鈴木委員の脚本で、ガイヤ・フロリアン氏(板谷

研 D3)とアリサ・シルヴァ博士(小林研研究員)の巧みな MC と、山内敦子氏と亀田秋子氏(国際交流室)の絶妙なアナウ

ンスなどにより、「魅惑のマテリアルワールドの探検の公開実験」が行われた。物性研ガイドツアーの A コース「光とナ

ノの世界」、B コース「極限を識る」、および C コース「物性科学を楽しもう」への流れを作る企画となっており、イン

ディージョンズのテーマ曲が流れる中、劇中実験で、(1)レーザーポインターで風船を割る実験(ポインターで緑色のレー

ザーをあてると、緑の風船あるいは赤の風船のどちらが割れるのか？)、(2)過冷却実験(過冷却水にスプーンを突っ込むと

何が起こるか？)、(3)真空デシケーターの中で水が沸騰する実験(真空にして沸騰させた水を取り出すと、熱いか？)などが

行われた。クイズ形式となっており、正解率が高い参加者には、ガイドツアーに参加後、「物性研博士」の賞状と「Dr. 物

性犬ステッカー」が授与される。受付横の中庭で、着席する見学者の他に、大勢の立ち見が出る大変楽しい企画となった。

(図 8 左上) 
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公開実験後、現場を見たいと希望される方々、またどの企画を見るのが良いか迷っておられる見学者に、物性研の教員、

職員、大学院生がボランティアで行うガイドツアーは大変好評である。本年度も、公開実験に続いて、A、B、および C

コースに分けて、10 の企画をガイドツアーで見学いただいた。 

物性研ガイドツアー 

➤A コース「光とナノの世界」 

➣光とレーザー極限 コヒーレント光科学研究センター 

    美しい光とレーザーの不思議を体験しよう  

  ➣目で見る物性 理論物性理論研究部門 

    色んなものをギュッとつめてみよう 

  ➣電磁気工房 勝本研究室 

    見えない力を体感しよう 

  ➣ミクロの世界の旅人 ～中性子～ 中性子科学研究施設 

    ゲルおみくじをひこう 

➤B コース「極限を識る」 

  ➣世界の強磁場、柏から 国際強磁場科学研究施設 

    世界一の磁石を見に行こう                      

  ➣目で見る量子力学の不思議な世界 山下研究室 

    粒が波で波が粒?“量子“という小さな世界の大きな不思議 

  ➣超高圧で変化する物質 上床研究室 

    圧力氷が水に沈む！？ 

➤C コース「物性科学を楽しもう」 

  ➣物性科学とスーパーコンピュータ 計算物質科学研究センター 

    スパコンを間近に見てみよう 

  ➣つくろうアイの結晶 廣井研究室 

    きれいで不思議なアイのかたち 

  ➣単結晶ができるまで 物質合成室 

    単結晶ハカセになろう 

A コース「光とナノの世界」では、極限コヒーレント光科学研究センター(LASOR)のフォトスタジオに列ができてい

た。見学者グループが自らペンライトで空中に文字を書き、集合写真と合成して最後にプレゼントしてもらっており、楽

しくかつ良い記念となっているようである。上級者は、写真での出力を考えて、ミラーイメージで文字を書いておられる

のに感心した。(図 5 左上)見学者は、ホタルの発光、金の蒸着、光の回折現象、レーザーの発振の仕組みの説明にも熱心

に聞き入っていた。また、物性理論研究部門の「目で見る物性理論」では、マーブルチョコレートがどのくらい詰まるか

を、小学生から大人までが楽しそうに体験をしている姿が印象的であった。勝本研究室の「見えない力を体感しよう」で

は、単４電池の両側に強力マグネットを付けた簡易列車を、コイルの中で電磁誘導と磁石との引力・斥力で走らせる体験

実験を行っており、大変良くできていて感心した。親子連れをはじめ、多くの見学者が楽しんでおられた。(図 5 左下)さ

らに、中性子科学研究施設の「ミクロの世界の旅人 ～中性子～」では、4 研究室が各々、研究室の専門分野を生かした

企画を立て、教授から大学院生まで熱心に実験および説明を行っていた。酢酸ナトリウムの過飽和液が、衝撃で凝固する

時の発熱を利用したエコカイロの実験や、疎水・親水効果で氷に漬けると高分子が解け、大吉から凶までの文字が浮かび

上がる「ゲルおみくじ」に歓声が上がっていた。 

B コース「極限を識る」では、国際強磁場科学研究施設において、高速カメラで世界一の強磁場発生の瞬間を映し出し

た映像を見学者が見入っていた。また、山下研究室の「目で見る量子力学の不思議な世界」では、SQUID で作る干渉波

に磁石を近づけて、その変化を見学が楽しんでいた。さらに、「超高圧で変化する物質」では上床研究室が、水に沈む圧

力氷のデモンストレーションを行い、見学者は普段とは異なる比重の大きい氷を、不思議そうに見学されていた。 
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図 7 ガイドツアーC コース「物性科学を楽しもう」：物質合成室の「単結晶ができるまで」(左) 

と廣井研究室の「つくろうアイの結晶」(右) 

 

図 5 ガイドツアーA コース「光とナノの世界」：極限コ

ヒーレント光科学研究センター(LASOR)の「光とレーザー

極限」(左上）、中性子科学研究施設の「ミクロの世界の旅

人～中性子～」(右上）、および勝本研究室の「電磁気工

房」(左下) 

図 6 ガイドツアーB コース「極限を識る」： 国際強磁場

科学研究施設の「世界の強磁場、柏から」 
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C コース「物性科学を楽しもう」では、スーパーコンピュータ計算物質科学研究センターが、施設の見学の他、神戸の

センターとインターネットで繫いで『スパコン京からの「黒ラブ教授」による TV 授業』を計 2 回生放映し、多くの方が

集まって聞いておられた。また、物質合成の研究室では、単結晶の作製および得られた単結晶の公開を行い、担当者と熱

心に議論する見学者の姿が見られた。(図 7 左)廣井研究室では、「つくろうアイの結晶」ということで、ヨウ素(I2：ア

イ)の単結晶育成の他、廣井研で合成しているパイロクロア結晶、また一般の方にも馴染みある水晶、ルビー、サファイ

ア、ザクロ石など多彩な無機結晶の展示が行われ、多くの見学者が訪れていた。黒幕を張ったコーナーの中で、紫外線照

射、あるいは加熱でホタル石が美しく光る現象を見学者は楽しまれていた。「何万年も昔から貯めたエネルギーが放出す

る瞬間です。」という演出も興味深かった。(図 7 右) 

 

 

図 8 公開実験クイズ 目指せ物性研博士！(左上)と図書館企画「わたしと図書館 2015 ～先輩リケジョからのメッセージ～」(右上)

柴山充弘教授のサイエンスカフェ「ポリマーは地球を救えるか！？」(左下)と一般公開打ち上げで挨拶される瀧川仁所長(右下) 

 

物性研の一般公開では、毎年、コーヒーを片手にサイエンス講話を楽しむサイエンスカフェが、物性研の教員を講師と

して開催される。本年度は、柴山充弘教授に、「ポリマーは地球を救えるか！？」というタイトルで、24 日(土)の 12:30

から約 1 時間お話しいただいた。柴山先生は、ポリマーが分子量の大きい分子(高分子)あること、実際、紙おむつで液体

を吸ってジェルにする機能などに使われていること、近年、高機能炭素繊維が作られ、飛行機の素材として使われている

ことを、T 株式会社から取り寄せた材料を回覧しながら説明下さった。また、ポリマーの機能を決める上では、高分子が

どのような構造で集積しているかを調べるのが重要で、中性子回折が有力な手段であることもスライドで示された。A 棟

6 階ラウンジは、席がなくなるほど大勢の方が聴講下さり、講演後も多彩な質問が 20－30 分ほど続き、「ポリマーは地球

を救える！」重要な素材であることを、聴講者は実感することができた。アンケートでも、「柴山先生のお話し、楽し

かったです。ポリマーを見る目が変わりました。」、「ポリマーが身近にたくさん使われていることに勉強になりました。

これから製品を使うときは、先生の講義を思い出すことにします。」と大変好評であった。(図 8 左下) 
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平成 21 年から毎年、JST 女子中高生理系選択事業に東大が採択され、柏キャンパスの部局も中高生のアウトリーチ活動

として実施している。27 年度も、柏キャンパスの一般公開に合わせて、物性研、新領域創成科学研究科、大気海洋研、空

間情報科学研究センターの 4 部局が合同で、24 日(土)の 10:00-15:30、イベント「未来をのぞこう」を開催し、47 名の女

子中高生、19 名の保護者に参加いただいた。午前は各部局に別れ、物性研は、瀧川所長の秀逸な「物性科学とは」の講義

の後、大学院生及びスタッフのツアーガイドで、女子中高生に一般公開の実験・体験を楽しんでいただいた。午後は柏キャ

ンパスの大学院生(物理専攻 D2 高田えみか氏(押川研))、キャンパスを卒業した企業の女性研究員、財団法人の女性職員、

キャンパスの女性教員の講演と、先輩女性研究者を囲んでのティータイムを行った。アンケートでも、「多くの先輩・大学

院生から実際の大学生活や進路選択の道のりを聞くことができた点が良かった」という回答が目立ち、今後も継続する予定

である。 

一般公開の時に、柏図書館も、各部局の図書館と連携して、「わたしと図書館2015 ～先輩リケジョからのメッセージ～」

を企画されている。部局での紹介(図 8 右上)と共に、柏図書館でも、キャンパスの女子大学院生が推薦本を 5 分で紹介す

る企画を行っている。物性研究所からは、イジョン氏(リップマ研 M1)が『人類が知っていることすべての短い歴史』

(ビル・ブライソン著; 楡井浩一訳. 日本放送出版協会)を紹介され、大変好評であった。 

一般公開をより良いものにするために、物性研もアンケートを見学者の方々にお願いしているが、本年度の回答の中で、

「学生さん達がいきいきしている。」、「学生さんたちの研究に対する熱心さが伝わってきました。」、「世界に誇れる実験を

されているのだなと思いました。」など、若手の活躍および研究所に対するコメントが多く見られた。また、23 日(金)に

1 回、24 日(土)に 3 回行ったガイドツアーは好評で、「回数を増やしてほしい。」、「参加したかったが午前はなかった。」

ということで、来年度はガイドツアーの回数を増やすことを検討しても良いと思う。 

 最後に、本年度の一般公開の開催にあたってご尽力下さった委員の皆様に感謝したい。ホームページ準備と本年度の課

題であった矢印案内板の作成には飯盛拓嗣委員(技術専門職員、ナノスケール物性研究部門小森研)が大活躍下さった。企

画紹介の一言コメントも入れて全面的に刷新したリーフレットをご担当くださったのは笠松秀輔委員(助教、物質設計評

価施設杉野研)である。また、企画の募集、会場の割り振りについては、小林洋平委員(准教授、LASOR)に大変お世話

になった。本年度も新たな公開実験クイズを URA 鈴木博之委員が企画下さった。また、本年度の一般公開の開催にあ

たって準備を行い、例年の 1.6 倍の来場者に対応くださった片桐 徹事務長、鈴木貴博専門員、中村正俊主査、辻角隆之

係長、竹山牧子主任、瀧澤 悠氏及び事務の方々には、心より感謝申し上げたい。総務係が作成くださった一般公開の進

行表は今後大いに役に立つと思う。本年度はガイドツアー、ボランティア募集でご尽力くださり、来年度の委員長を快く

受けて下さった上床美也教授に心より御礼を申し上げたい。最後になりますが、物性研の皆さん、本年度は一般公開への

ご協力をありがとうございました。28 年度は上床委員長の下で進行しますが、多くの来場者に楽しんでいただけるよう、

またどうぞよろしくお願い致します。 
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